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これまで老化細胞自体の研究は精力的に
進められていますが、その周辺の細胞の
変容についてはあまり理解が進んでいな
いのが現状です。
また、アルツハイマー病に代表される神経
変性疾患では、RNAとタンパク質による凝
集体を形成しますが、そのサイズが非常に
小さいために、そこに含まれるRNA分子種
の全貌はわかっていません。

老化細胞

老化周辺細胞 タ ンパク 質-RNA 凝集体

本研究では空間分解能に優れた「全」トラ
ンスクリプトーム解析技術を開発し、老化
細胞とその周辺細胞の違いや、 RNA-タン
パク質凝集体の解明を目指します。
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本研究により、老化周辺細胞をSASPから
守るような老化予防医療を開発することが
できます。また、神経変性の早期マーカー

を発見したり、それらのRNAを阻害する形
の治療戦略が期待されます。

XY軸に加え、Z軸方向においてもサブミク
ロンレベルの分解能で解析可能なトランス
クリプトーム技術を開発します。

さらにmRNAだけでなく、lncRNAやpiRNAな
ど多様なRNA分子種を同定できるような技
術開発を進めます。


